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Abstract 

It has been frequently pointed out that Soseki Natsume’s Kusamakura (The Three-Cornered World) is influenced in many 

ways by William Shakespeare’s Hamlet, Prince of Denmark. The influence of the tragedy itself is obvious because the main 

character of Kusamakura, who is a painter, refers to Hamlet and Ophelia in some scenes. This article considers a possible 

influence of the famous painting of the drowning Ophelia by Sir John Everett Millais. 
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序論 

 

 シェ イ ク スピアの四大悲劇の一つ『 ハムレッ ト 』

が、夏目漱石の『 草枕』に大きな影響を与えたこ と は、

こ れまでにも 多く 指摘さ れている 。 『 草枕』 の主人公

である 画工がハムレ ッ ト やオフ ィ ーリ アに言及する

場面がある こ と から 、 『 ハムレッ ト 』 と いう 作品自体

が影響を与えたこ と は明ら かであるが、 本論では、 特

にオフ ィ ーリ ア水死の場面を描いたミ レーの絵によ

る影響を考えてみたい。  

 

絵画の中のオフィーリア 

 

 オフィ ーリ アは、 デンマーク 宮廷の重臣であるポロ

ーニアスを父親に持ち、 兄はフラ ンス留学に出発、 恋

人は将来国王と なるべき王子ハムレッ ト 、 と いう 順風

満帆な人生を送っていたが、 ハムレッ ト の父王が急死

し 、 その亡霊が仇をと る よ う ハムレッ ト に迫るあたり

から 雲行きがあやし く なる 。 亡霊の言う と おり 父親の

敵と し て叔父ク ロ ーディ アス を殺すこ と にためら い

を感じ るハムレッ ト は、 狂気を装い、 真実を知ろう と

するのだが、 その計画をオフィ ーリ アにも 明かさ なか

ったため、 父ポローニアスがハムレッ ト に殺さ れたの

は単にク ロ ーディ アス と 間違えたためと いう こ と も

知ら ず、 オフィ ーリ アに冷淡な態度をと るのも 愛情が

なく なったから ではなく 芝居だと いう こ と も わから

ないまま、 失意のう ちに発狂して水死してし まう 。 こ

の小川で亡く なる場面は、 実際に舞台で演じ ら れる こ

と はなく 、 王妃ガート ルード の台詞の中で様子が語ら

れるだけである 。  

  

  Queen. There is a willow grows askant the brook 

     That shows his hoary leaves in the glassy stream. 

     Therewith fantastic garlands did she make 

     Of crow-flowers, nettles, daisies, and long purples, 

     That liberal shepherds give a grosser name, 

     But our cold maids do dead men’s fingers call them. 

     There on the pendent boughs her crownet weeds 

     Clamb’ring to hang, an envious sliver broke, 

     When down her weedy trophies and herself 

     Fell in the weeping brook.  Her clothes spread wide, 

     Which time she chanted snatches of old lauds, 

     As one incapable of her own distress, 

     Or like a creature native and indued 

     Unto that element.  But long it could not be 

     Till that her garments, heavy with their drink, 

     Pull’d the poor wretch from her melodious lay 

     To muddy death. (Ⅳ,ⅶ. 165-181)1) 

 

 王妃 小川のほと り に柳の木が斜めにに立ち、  

  白い葉裏を流れに映している と こ ろに、  

  オフィ ーリ アがきまし た、キンポウゲ、イ ラ ク サ、 

  ヒ ナギク 、 それに口さ がない羊飼いは卑しい名で  

  呼び、 清純な乙女たちは死人の指と 名づけている  

  紫蘭の花などを編み合わせた花冠を手にして。  

  あの子がしだれ柳の枝にその花冠をかけよ う と  

  よ じ 登ったと たんに、 つれない枝は一瞬にして折 

  れ、 あの子は花を抱いたまま泣き さ ざめく 流れに  

  ま っさ かさ ま。 裳裾は大き く 広がって  

  し ばら く は人魚のよ う に川面に浮かびながら  

  古い歌をきれぎれに口ずさ んでいまし た。  

  ま る でわが身に迫る死を知らぬげに、 あるいは  

  水のなかに生まれ、 水のなかで育つも ののよ う に。 

  だがそれも わずかなあいだ、 身につけた服は  

  水をふく んで重く なり 、 あわれにも その  

  美し い声をも ぎと って、 川底の泤のなかへ 

  引きずり こ んでいきまし た。 (第４ 幕第７ 場)2) 
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 し かし 、 こ の場面は芸術家の創作意欲を刺激するら

し く 、 多く の画家が題材と し て取り 上げている 。  

 ジョ ゼフ・ セバーンは1831年頃、 ローマで「 オフィ

ーリ ア」 を描いたが、 大きな特徴はオフィ ーリ アが摘

み取った花を並べて、 HAMLETと 綴っている こ と であ

る 。 心変わり し てし まった（ と オフィ ーリ アは信じて

いる ） 恋人に対する思いを表現したこ のアイディ アは、

親交があったシェ リ ーかキーツの着想ではないかと

の指摘も ある 。 3) 

リ チャード ・ レッ ド グレイ ヴの「 花輪を編むオフィ

ーリ ア」 （ 1842年） は、 小川のほと り で木の幹に腰か

け、 題名通り 膝の上で花輪を編む様子が描かれている

が、 白いド レスを着て頭に花輪をのせ、 左手の薬指に

は結婚指輪に見立てたら し い緑色の葉か茎で拵えた

指輪がはめられている 。 狂気の中で、 ハムレッ ト の花

嫁になる と いう 現実世界ではかなえら れなかった夢

をみているのだろう か。 膝の上の花の中には、 死のシ

ンボルと し て知られる芥子の花が見え、 足元の川面に

は蓮の花が咲いている 。 迫り く る死を予感さ せる と 共

に、 せめて来世では夢がかなう よ う にと の画家の思い

が込められているのかも しれない。  

 ジョ ージ・ フレデリ ッ ク ・ ワ ッ ツは、 後に舞台でオ

フ ィ ーリ ア役を演じ て高い評価を得たエレン ・ テリ

ーをモデルに「 オフィ ーリ ア」 （ 1881-1882年グローヴ

ナー・ ギャ ラ リ ーでの個展に出展） を描いた。 「 小川

のほと り に柳の木が斜めに立」 っているその大枝にも

たれかかって小川をのぞき こ む構図であり 、 悲壮感に

満ちた表情が印象的である 。  

 ジョ ン・ ウ ィ リ アム・ ウ ォーターハウスの「 オフィ

ーリ ア」 （ 1910年ロ イ ヤル・ アカデミ ーに展示） は、

青いド レスを着て、 摘んだ花を髪に飾り 、 手に花輪を

持っている 。 右手をついている大きな木は、 後に彼女

の身体を支えきれなく なる柳の木であろう 。  

 こ の他にも 、 ウジェーヌ ・ ド ラ ク ロ ワは、 半身小川

に浸かっている状態の「 オフィ ーリ アの死」 を、 アー

サー・ ヒ ュ ーズは小川のほと り で花冠をかぶり 手に

花輪を抱える 「 オフィ ーリ ア」 を描いている 。  

 

ミレーのオフィーリア 

 

 し かし 、 漱石が最も 影響を受けたのはジョ ン・ エバ

レッ ト ・ ミ レーの「 オフィ ーリ ア」 （ 1851-1852年、 テ

イ ト ・ ギャ ラ リ ー） だと 思われる 。 (fig.1) こ の絵は、

オフィ ーリ アが小川に転落して亡く なる直前、 「 裳裾

は大き く 広がって  / し ばら く は人魚のよ う に川面に

浮かびながら  / 古い歌をきれぎれに口ずさ んで」いる

場面、 あるいは「 身につけた服は水をふく んで重く な

り 、 あわれにも その美しい声をも ぎと って、 川底の泤

のなかへ引きずり こ んで」 いく まさ に死の瞬間を描い

ているのが特徴である 。 オフィ ーリ アの口がわずかに

開いているのは、 歌を口ずさ んでいるから であろう か。 

ミ レ ーはラ フ ァ エル前派を代表する イ ギリ スの画

家であり 、 歴史的・ 文学的な主題を細密な写実描写で

表現した。  

「 オフィ ーリ ア」 にも その特徴が表れており 、 現在

も 当時と ほと んど変わら ぬ状態で残っている サリ ー

州ユーエルに近いホッ グズミ ル川の風景は、 水辺の植

物が写実的に緻密な筆致で描かれている 。 描写さ れて

いる花々には象徴的な意味が込められており 、 柳は見

捨てられた愛、 イ ラ ク サは苦悩、 ヒ ナギク は無垢、 パ

ンジーは愛の虚し さ 、 首飾り のス ミ レは誠実・ 純潔・

夭逝、 ケシの花は死を表している 。  

モデルは、 後に同じ ラ ファ エル前派の画家ロセッ テ

ィ の妻と なったエリ ザベス ・ シッ ダルであるが、 彼女

はロセッ ティ に尽く すも ののその愛情は報われず、 精

神疾患や流産と いった不幸に次々見舞われ、 アヘン・

チンキやク ラ ロ ールと いった薬の乱用へと 溺れてい

き 、 最後は半ば自殺のよ う に大量の薬を飲んで、 結婚

から わずか２ 年後に若く し て亡く なってし まう 。 その

悲劇的な人生は、 水＝涙に溺れて死んでし まう 悲劇の

ヒ ロ イ ンを彷彿さ せ、 彼女の中にオフィ ーリ アに通じ

る 不幸の影を感じ 取ったミ レーが彼女をモデルに選

んだのではないかと の指摘も ある 。  

また「 自然に忠実」 と いう ラ ファ エル前派の原理に

従い、 ミ レーは彼女を湯を張った浴槽の中に浮かべ、

下から ラ ンプで温めながら描いたと 言われている 。 し

かし創作に熱中するあまり ラ ンプを消してし まい（ あ

る いはラ ンプが消えたこ と に気づかず描き 続けた結

果） 、 彼女はひどい風邪をひいてし まい、 彼女の父親

は治療費を支払わなければミ レーを裁判に訴えて罰

金を払わせる と 怒鳴り こ んだと いう エピソ ード が残

っている 。  

 

 

 

Fig.1 
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漱石とミレーのオフィーリア 

 

 こ の絵をロ ンド ンで漱石が見た可能性は高いと 思

われる 。 漱石は、 明治33年9月8日（ 土） に横浜を発っ

て以降、 10月28日（ 日） 晩にロンド ンに到着するまで

の滞在地も含めて、 留学中に頻繁に美術館、 博物館を

訪れている 。 本人の日記に記録がある も のだけでも 次

の通り である 。  

 

 10月25日（ 木） （ パリ にて） 美術館を覧る 。  

 10月27日（ 土） （ パリ にて） 博覧会を覧る 。  

 11月 3日（ 土）  British Museumを見る 。  

 11月 5日（ 月）  National Galleryを見る 。  

 明治34年 

  1月29日（ 火）  Water Colour Exhibitionを見る 。  

  （ 中略） それよ り Portrait Galleryを見る 。  

  2月 1日（ 金）  Picture Galleryを見る 。  

  3月27日（ 水）  British Museum及びNational Gallery 

  に至る 。  

  4月 7日（ 日）  South L. Art Galleryに至る 。  

  6月22日 （ 土） Earls CourtのExhibitionを見に行く 。 

  9月 7日（ 土）  National History Museumに至る 。  

 10月13日（ 日） 土井氏と Kensington Museumに至る 。 

 

少なく と も 、 延べ13回にわたって足を運んだこ と が

確認できる 。  

 また、 芸術に造詣が深い人物と の関わり も 多く 、 松

本亦太郎（ 心理学者・ 美学者。のち京大・ 東大教授）、

正木直彦（ のち東京美術学校（ 現東京芸術大学）校長）、

浅井忠（ 洋画家。 京都高等工芸学校主席教授。 文展審

査員） 、 大塚保治（ 美学者。 東大教授） ら の名前が、

共に美術館を訪れたり 、 手紙を送ったり 受け取ったり

し た親交のある人物と し て、 留学期間中の日記に挙げ

られている 。  

 ミ レーのオフィ ーリ アに関して、 漱石本人の日記に

は記述がないも のの、 見た可能性は高そう である 。 漱

石がロンド ンに到着する前、 パリ 滞在中に訪ねた相手

と し て日記の中にも 登場する浅井忠が、 明治35年7月

初めにパリ から やってきており 、 漱石たちは浅井氏を

案内してテート ・ ギャ ラ リ ーに行っている 。 数々の名

画を見ながら 、 蘊蓄を傾けた浅井画伯の説明を漱石は

熱心に聴いていたそう である 。 4) 

 ま た、 明治34年7月に漱石はロ ンド ン留学中5番目

（ 最後） の下宿、 ク ラ パム・ コモン・ チェース街にあ

る ミ ス ・ リ ール方に転居しているが、 こ こ に下宿して

いる期間に、 濃霧の中を「 ギク ト リ ヤで用を足し て、

テート 書館の傍を河沿にバタシー迄」 歩いた思い出を、

後に『 永日小品』 の中で語っている 。 こ の時、 単に傍

ら を歩いただけではなく 、 時には中に足を踏み入れて

展示さ れている 作品を鑑賞し たであろう こ と は想像

に難く ない。東北大学所蔵の『 漱石文庫』にはテート ・

ギャ ラ リ ーの目録が残さ れており 、 テート ・ ギャ ラ リ

ーに展示さ れている絵画について、 漱石が自分の作品

の登場人物に語らせている こ と から も 、 そう 考えるの

が自然だと 思われる 。  

 『 草枕』 の中で画工は、 温泉の湯につかり ながら 、

ミ レーのオフ ィ ーリ アについて次のよ う に考えをめ

ぐら せている 。  

 

  余は浴槽のふちに仰向の頭を支えて、 透き徹る湯 

のなかの軽き身体を、 出来るだけ抵抗力なきあたり  

へ漂わして見た。 ふわり 、 ふわり と 魂がく ら げのよ  

う に浮いている 。 世の中も こ んな気になれば楽なも  

のだ。 分別の錠前を開けて、 執着の栓帳をはずす。 

どう と も せよ と 、 温泉のなかで、 温泉と 同化してし  

まう 。 流れる も の程生きるに苦は入らぬ。 流れる も  

ののなかに、 魂まで流していれば、 基督の御弟子と  

 なったよ り 有難い。 成程こ の調子で考える と 、 土左 

衛門は風流である 。 スウ ィ ンバーンの何と か云う 詩 

に、 女が水の底で往生して嬉しがっている感じ を書 

いてあったと 思う 。 余が平生から 苦にし ていた、 ミ  

レーのオフェ リ アも 、 こ う 観察する と 大分美し く な  

る 。 何であんな不愉快な所を択んだも のかと 今まで  

不審に思っていたが、 あれは矢張り 画になる のだ。 

水に沈んだまま、 或は沈んだり 浮んだり し たまま 、 

只そのままの姿で苦なしに流れる有様は美的に相 

違ない。 それで両岸にいろいろな草花をあし ら って、 

水の色と 流れていく 人の顔の色と 、 衣服の色に、 落 

ち着いた調和をと ったなら 、 屹度画になるに相違な  

い。 5) 

  

 すでに述べた通り 、 ミ レーはモデルを浴槽の中に横

たわらせて絵を描いた。 温泉につかり ながら オフィ ー

リ アの死の場面について考察する画工は、 自ら オフィ

ーリ ア水死の疑似体験をしている と も 考えら れる 。  

 さ ら に、 漱石が帰国後、 東京帝国大学でシェイ ク ス

ピアの講義を始めた頃、 明治36年12月に、 ミ レーのオ

フィ ーリ アの絵の複製が、 絵入り 月刊美術雑誌『 白百

合』 二号に掲載さ れている 。 漱石は、 留学中に個人教

授を受けた恩師ウ ィ リ アム ・ ク レ イ グ氏が中心と な

って注をつけたアーデン版『 ハムレッ ト 』 のテキス ト

を用いて講義を行っており 、 ハムレッ ト のヒ ロ イ ン、

オフ ィ ーリ アの絵が掲載さ れたこ の雑誌にも 興味を

持って見た可能性が高い。 6) 

 ま た、 漱石は熊本に住んで3年目、 明治31年頃に、

妻の鏡子が自宅近く の白川井川淵に投身自殺を図り 、

網打ちの漁師に助けられたと いう 経験をし ている 。 そ

の後し ばら く は就寝の際に妻と 手首に糸をつないで

北九州工業高等専門学校研究報告第45号（ 2012年1月）                                                      127 



いたと いう から 、 心配だったのだろう 。 こ の経験から

も 、 水死の場面を写実的に描いている ミ レーのオフィ

ーリ アは、 漱石にと って非常に印象的だったと 考えら

れる 。  

 ミ レーのオフィ ーリ アは『 草枕』 の中で、 画工が言

及するのみならず、 ヒ ロ イ ン那美の人物像形成などに

も 影響を及ぼしている と 考えら れる 。  

 その具体的な影響についは、 次回考察を行う こ と に

し たい。  

 

注 

 

1) 引用は、 Harold Jenkins ed. The Arden Shakespeare 

HAMLET. London and New York: Methuen.1982.に拠る。  

2) 訳文は、 小田島雄志『 ハムレッ ト 』 （ 白水社、 1986） に

拠る。  

3) キーツと の親交を伝えるエピソード は多く 、 ジョ セフ・

セバーンのロイヤル・ アカデミ ーへのデビュー作である「 ハ

ーミ アと ヘレナ」(1819)はキーツに薦められて『 夏の夜の夢』

を読んだから生まれた作品であり 、肺結核を患ったキーツが

ローマに療養に行く 祭には付き添い、 最後も看取っている。 

4) 前田愛「 世紀末と 桃源郷『 草枕』 をめぐって」 『 坊ちゃ

ん・ 草枕』 、漱石作品論集成、第２ 巻、桜風社、 1990年、 262

頁。   

5) 夏目漱石『 草枕』 新潮社、 1950年、 90頁。  

6) この絵は、 『 趣味』 （ 明治40年3月号） 、 中村義一『 近代

日本美術の側面―明治洋画と イギリ ス美術』 （ 造形社、 1978

年） にも紹介されている。  
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